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論 文 内 容 の 要 旨
第Ⅰ編 組織接着剤- E .D .H . A dhesive- に関する基礎的研究, 特に口腔粘膜- の組織接着性について
近年, 高分子化学のめざましい進歩は, 新しい合成樹脂接着剤の出現をもたらし, 医療材料としての実
用性がにわかに高まってきた感がある｡ なかでも, α-cyanoacrylate 系接着剤の驚異的な接着性は, 生体
接着剤として外科領域に導入されるに至った｡ しかし臨床応用上, 未だ少なからぬ欠点をも残している｡
そこで, 組織接着剤としての諸条件を溝足させるために, M ethylα-cyanoacrylate に N itrile rubber お
よび Polyisocyanate を混合して作製された組織接着剤- E ID ･H ･ A dhesive- の歯科的応用への基礎研究
として, 特に口腔粘膜への組織接着性を検討し, 併せて皮下移入試験による組織反応を観察した結果, 成
犬の付着歯肉部に塗布したものについては,塗布後 7 - 10日間接着が保たれ,上皮の錯角化層の 2 ,3層を
接着したまま剥離する新知見を得て, その良好な組織接着性を確認したo それに対 し, a -cyanoacrylate
単独では塗布後 7 日ですべて剥離し,接着界面より塗布膜が単独で剥離する点において,E ･D IH ･A dhesive
とは著しい相違を認めた｡ また, 皮下移入部組紐はいずれも炎症その他の異常所見は認めなかった｡
第Ⅱ編 組織接着剤- E .D .H . A dhesive一応用による歯肉被弁手術 Coating 法に関する実験的ならび
に臨床的研究
歯槽膿漏症の療法は, 破壊 (剥離) された歯肉上皮を歯面に再付着させることであるとの観点から,
E .D .H . A dhesive を応用しての歯肉被弁手術 Coating 法を創案し, 実験的検討を行なった結果, 本法に
ょって術後360 日を経過 しても良好な治癒状態を維持し, 上皮は再付着 し, 歯槽骨上縁部には新生骨によ
る修復像も認められた｡ さらに, 臨床的に中等度の歯槽膿漏症を有する患者 120名に対し Coating 法を
行なった結果, 経過は極めて良好で, 術後 3 カ月では 100% , 6 カ月では 95% , 1年では91･5% , 2年で
は84.2% , 3年では82.9% , 4年では81.3% と安定した高い治癒率を示し, 再発率は極めて低率であっ
た｡ 以上の結果から, E .D .H . A dhesive 応用による歯肉被弁手術 Coating 法は, 歯槽膿漏症治療の一新
法として充分期待できるものである｡ これらのことから, E ･D tH ･ A dhesive による Coating は歯槽膿漏
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症の成因としての上皮付着部の破壊を, 局所刺激の遮断によって阻止していることが明らかになった｡
第Ⅱ編 歯肉被弁手術 Coating 法の予後と歯列不正との関連についての計測学的考察
従来から, 歯列不正あるいは嘆合関係の不正の部位には歯周組織疾患が多いとされているが, これらの
相関性を定量的に分析 した研究は殆どない｡ 著者は, 歯列不正は, 食物の停滞傾向を増大させ, 器械的,
化学的刺激あるいは異常な機能的ストレスの侵襲を容易にするものであり, 歯槽膿漏症の発病あるいは治
療後の再発の- 因子としての重要性があるとの考えから, Coating 法を行なった患者のうち, 術後 2年以
上経過 した症例で, 手術部位が下顎前歯部のもの80例について, 著者の考案した計測方法で下顎前歯配列
形態の定量的表現を試みて, 治癒経過の良好群, 再発群の2群について, 歯列不正との関連性を検討し
た｡ その結果, 予後良好群では前歯叢生状態の軽度のものが多く, 再発群では強度のものが多いことを計
測学的に実証した｡ 同時に, 歯列不正が, 歯槽膿漏症治療後の一再発因子として意義をもつことを解明し
た｡
■論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
最近各種組織接着剤の研究開発が行なわれ M ethyl α-cyanoacrylate に N itrile rubber および Polyi-
socyanate を混合したものが作られた｡
谷はこのものの歯科領域への応用面を開拓しようとして次の研究を行なった｡ すなわち第一編において
口腔粘膜への接着性について犬の歯肉部を用いて検索を行ない, 塗布後 7 日～10日間接着性が保たれ,
その剥離の際は上皮錯角化層の 2 , 3 層を接着 したまま剥離することから, 接着面が単独に剥離する α-
cyanoacrylate 単独のものよりさらに良好な粘膜接着性能のあることを確認し, 次いでこのものの皮下移
入部組織に対して刺激のないことを明らかにした｡
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